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1.は じめ に

｢キミ子方式｣の名が広く全国的に知られるように

なったのは,松本キミ子・堀江晴美両氏による著作が

初めて出版された1982年7月以降のことである1)。し

かし,実際にこの絵画指導法が公開研究授業などを通

して提唱されたのは1975年であるから2),当初はまだ

キミ子方式の名はなかったにせよ,実践としては既に

四半世紀以上が経過したことになる。子どもの自由や

個性,発達段階などを理由に批判的な立場からの指摘

もあるが,学校現場からは多くの実践が報告され,全

国各地にキミ子方式の教室は広がり,堀江氏の言葉を

借りれば(教師ばかりでなく,主婦や様々な職業の人々

の間にも普及3)｣し,諸外国でもワークショップが開催

されるような状況にある4い

キミ子方式の特徴は,コ(三原色と白だけをつかい,部

分から全体へ,画用紙が余れば切り,足りなければ足

す5)｣という簡単なルールにある6)。また,水彩画その

ものが手軽である7)ことや,誰でもが描けるというこ

とも普及の大きな原因としてあげられる。キミ子方式

ならば｢幼児から大人,老人,さらに,どんな障害を

もっていても(盲人でも)絵が描けます8)｣と松本氏は

明言し,実際に未熟児網膜症による視覚障害者の作品

やその制作過程を紹介している9)。(酒井式lo)｣とか｢前

田式｣と呼ばれる絵画指導法の中にもキミ子方式は着

彩段階などで部分的に採り入れられており,前田式の

前田康裕氏はその著作の中で(キミ子方式はすばらし

い実践11)｣であるとさえ述べている。

キミ子方式で使用される画材は主として不透明水彩

である12)。このことがキミ子方式普及の大きな原因の

一つであることは前述の通りである。しかし今日の社

会における油彩画の浸透ぶりも見逃せない事実であ

り,油絵具そのものか持つ重厚感や筆触などは,他の

画材では得られない固有の魅力である。そのため,こ

-

うした有効な画材を使ってキミ子方式で絵を描くこと

が出来ないものであろうかという疑問か筆者に生ヒて

きた。しかし油彩画の制作では,画用液の選択に複雑

な部分もおり13)同時に油絵具特有の粘りや乾燥の遅

さ,揮発油の臭いなどを理由に敬遠される向きもある。

日本画の技法は展色剤に膠水を使用するが,基本的

には不透明水彩とよく似でいる。田口安男氏が(油絵

でもなく日本画でもない第三の可能性14)」としてテン

ペラを実践されているが,確かにテンペラは乾燥性に

優れているが,油絵特有の画肌の形成を期待すること

は望めない。また現代のアクリル絵具でも,乾燥後に

は水分が蒸発して体積が減るので15),それを補うため

には各種のメディウム16)が必要となる。そこで注目し

たいのが水可溶性油絵具である,

水可溶性油絵具を使ってキミ子方式で絵を描くため

には,適切な三原色と白を選び出すことと,「余れば切

り,足りjなければ足す」ことの出来る支持体を探すこ

との二つの課題があるものと考えられる。そこで今回,

三原色と白を選ぶだめの実験を試みたので本稿で報告

する。

2.予備実験1(水彩絵具)

2.1 予備実験‘1の方法

予備実験1の目的は,水彩絵具の混色によって得ら

れる色彩の発色状況を探ることにある。キミ子方式で

使用される絵具については「赤･青･黄の三原色と白。

ただし,黄色は濃い目のもの(やまぶき色)を選んで

ください。それと,青めほかにあい色を1本。黒がっ

くりやすいので便利です17)。」とある。また,「青には自

がましっているようで,黒ができにくいようです。三

原色で黒っぽい色をつくるときには,青より藍を使っ

た方が色づくりがスムゞズにできるでしょう。黄も絵

の具会社によって名前が違うので,黄色系が2つ以上

ある場合は,私は一番濃い色のものを選んで使ってく
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ださいと言っています18)。｣との見解も示されている。

しかし,実践例に関する記述を見ると,モヤシ,イチ

ゴ,ブドウなど植物に関するモチーフの場合は赤･青･

黄･白であるのに,イカやザリガユ,サバなどでは赤･

藍･山吹･白の組合せとなっている19)。また顔などの実

践2o)のように,赤・青・黄・白,･藍・山吹が同時に使わ

れている場合もある。
I- ・

キミ子方式のやり方は,カラー印刷やインクジェッ

トプリンタにおける色再現の原理と基本的には同じ

考え方である21)。また,今日では減法混色の原理を生

かした基本色水彩絵具が市販されている状況にもあ

る。

こうしたことを踏まえて,予備実験用として以下の

ような水彩絵具を選択した。

(1)P社エフ水彩絵具:

あか11,あおヽ23,きいろ12,しろ29,

あいいろ24,やまぶきいろ5

(2)S社マット水彩:

あか19,あお36,きいろ3,しろ50,

あいいろ43,やまぶきいろ4

(3)T社三原色カラー･水彩絵具: ▽

1 MAGENTA, 2 YELLOW, 3 CYAN,

1 WHITE22)

(4)M社基本色水彩絵具(3原色透明水彩絵具):

Magenta, Yellow, Blue, White

(3X4)については三原色の組合せ方はそれぞれ一通り

しかないが,(1)(2)については,｢あか・あお・きいろ｣

｢あか･あいいろ･やまぶきいろ｣の他,｢あか･あお･

やまぶきいろ｣｢あか・あいいろ・きいろ｣の四通りが

あるため,水彩絵具による予備実験は全部で10通りに

なった。支持体には全て画用紙を用い,筆には4号大

の天然馬毛の水彩丸筆を使用した。

2｡2 予備実験1の結果と考察

三原色それぞれに白を加えて明度を適度に変える辺

りから色づくりを開始し,続いて三原色の中から二色

を選んで組み合わせることによってつくられる檀・

緑・紫などの二次色の辺りでは微妙な色相に留意し,

さらに残りのもう一つの色や白を少量ずつ加えながら

彩度や明度の違いにも変化をつけることで色数を増や

し,最終的に黒に近い色とその明度違いをつくるよう

に心掛けた。ごのようにして筆者には20分ほどの間に

100~130ほどの色をつくることが出来た。

(1)では,「あか・あお・きいろ・しろ」のとき,二次

色の彩度は最も高く,描き心地も良好であった。しか

し黒に近い色をつくることが困難であった。

「あか・あいいろ・やまぶきいろ・しろ」のときに

は,緑系の二次色において彩度が低い傾向があった。

また黒に近い色をつくることが可能であった。

「あか・あお・やまぷきいろ・しろ」のとき,二次

色の彩度も四組中二番目に高く,黒に近い色をつくる

ことも可能であった○ 。。・I 。

「あか・あいいろ・きいろ・しろ」のとき,緑系を

除いて彩度を良好に調整することができるため,快適

な混色つくりが可能であるほか,最も黒に近い色をつ

くることが出来た。

(2)では,「あか・あお・きいろ・しろ」のとき,全て

の二次色において彩度は高く,黒に近い色をつくるこ

とでも満足な結果が得られた。 犬

「あか・あいいろ・やまぶきいろ・しろ」のとき,

緑系を除いて高彩度の二次色をつくることが可能であ

り,黒に近い色をつくることも可能であった。

丁あか・あお・やまぶきいろ・しろ」のとき,二次

色の彩度も十分に高いが,黒に近い色をつくることは

困難であった。

「あか・あいいろ・きいろ・しろ」のとき,二次色

の彩度も十分に高く,黒に近い色をつくることも可能

であった。

(1)(2)ともに,「あお･きいろ」のとき緑系の彩度が最

も高く,「あいい゜ろ･やまぶ,きいろ」のとき最も緑の彩

度が低くなった。また「あか・やまぶきいろ」と「あ

か･きいろ」の組合せによる檀や「あか･あお」と「あ

か・あいいろ」の組合せによる紫の間には大きな違い

が認められなかった。

(3)(4)は,白を加えない限り透明色であるため,二次

色も透明で高彩度の発色をしている。彩度の調節が容

易に可能であり,黒に近い色もつくりやすい。しかし

全ての色合いにおいてその透明性ゆえに筆による色む

らが生じやすい。

これらのことから,二次色の彩度が高いこと,適度

な不透明性を有すること,三原色を混ぜ合わせること

で黒に近い色がつくれることの三つがキミ子方式で絵

画制作をする際の必要条件として考えられた。

3.予備実験2(水可溶性油絵具)

3.1犬予備実験2の方法

水可溶性油絵具は,我が国ではホルベインエ業から

DUO(デュオ)の商品名で市販されている。アメリカ

ではGrtimbacher社がMAXの商品名で同様の画材

を販売しているが,本研究では,入手しやすいホルペ

インエ業製の水可溶性油絵具デュオを実験のために使

用することにした。

ホルベインエ業による冊子「超･油絵具デュオ描法」

巻末のカラーインデックス及びカラーチャートを参考

にして,赤・青・黄さらに白の中から,本実験に用い

る絵具の候補として次の28色の絵具を選んだ。

赤:

DUOOl アリザリングリムソン

DU002 マダー
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｢キミ子方式｣と水可溶性油絵具(1)

喪1 水可溶性油絵具による予備実験の結果一覧(赤)

これらの絵具をチュープから出したときの固有の色

味,画肌の形成具合や水で薄めたときの色味などにつ

いて予備実験を行い,色数め限定を図ることを目的と

した。実験のために用いた支持体はF10号(53×45.5

cm)の油彩・アクリル併用可能なキャンバスで,画布

上にはアクリルジェツソとモデリングペーストの混合

物23)(調合比は士:1)をゴムベラで5層塗布し,その

後耐水ペーパーを用いて研磨しておいた。アクリル系
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表2 水可溶性油絵具による予備実験の結果一覧(青)

松 本 昭 彦

表3 水可溶性油絵具による予備実験の結果一覧(黄)
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｢キミ子方式｣と水可溶性油絵具(1)

に希辺を約1.9mm幅で28等分する。このようにしてつく

られた28×2のマスの片側に仏固有の色味と画肌の

形成具合を見るため,先に選んだ28色のデュオを

チューブからそのまま出したのち,清潔な乾いた綿棒

で凹凸をつけながら伸ばしていった。もう片側のマス

には色味の変化と溶け具合を調ぺるため,デュオを水

で薄く伸ばして綿棒で塗布を行った。

二種類ある白については,さらにキャンバス上のマ

スの外側で二つの追加実験を行った。=-つは着色力を

見るために,それぞれのホワイト1容量に対し,同容

量のDU070 コバルトブルー(ウルトラマリンピグ

メント)とを混ぜ合わせて塗布をした。二つ目には,

隠蔽力を見るために,黒色の顔料マーカーで塗り潰さ

れた箇所をそれぞれのホワイトで被覆した。

3。2 予備実験2の結果と考察

水可溶性油絵具による予備実験の結果,本実験に用

いるための絵具として,次のように限定をすることに

した。

白については予備実験2の段階で,一通りの結論を

持つに至った。他色と同様に行ったチューブからその

まま出したのちに清潔な乾いた綿棒で凹凸をつけなが

●● ¶ I ■
ら伸ばしていく実験や,色味の変化と溶け具合を見る

ために水で薄く伸ばして綿棒で塗布を行った実験で

は,DU160とDU161の間に大差は認められなかった。

,しかし,追加実験の結果,着色力と隠蔽力ではDU161

が優るものの,DU160との混色の方がその青みに精彩

があった。顔料成分はいずれもPW6とチューブに明

記されており,白色顔料6 (Pigment White 6)のチ

タン白(Titanium White)であることがわかる24)。

ホルベインエ業社刊の油絵具カタログによれば,従

来のチタニウムホワイトにみられる着色力や隠蔽力が

強すぎて生じる他の色を殺してしまう「狼色」現象を

緩和させるため,顔料の粒径が100~130nmのチタン

白を使用している25)とあるので,デュオにおいても同

様の区別がなされているものと考えられる。

これらのことから,水可溶性油絵具を使ってキミ子

方式で絵を描く際は, DU160パーマネントホワイトを

白色として使用することが望ましいといえる。

4.水可溶性油絵具による本実験

4.1 実験の方法

予備実験2によって選別された赤6種・青4種・黄

-

図1 混色実験

2種の中から三原色として組み合わせる方法は全部で

48通りある。予備実験2で使用した支持体の余白部分

に直径5cmほどの円を鉛筆で48個描き,図1のような

配置に三原色の絵具を塗布し,続いてそれらを用いて

二次色及び黒に近い色をパレット上でっくり,清潔な

綿棒を使用して塗布を行った。

4｡2 実験結果と考察「

二次色のうち,檀をつくるのは赤と黄であるため,

その方法は12通りあった。赤系のDU001をR1,

DU002をR2, DU004をR3, DU005をR4, DU006を

R5, DU097をR6とし,黄系のDU028をYl, DU031

をY2としたとき,R1･R2･R6のような透明色の赤の

場合,Y1･Y2のいずれと組み合わせても,檻の彩度は

低かった。逆にR3･R4･R5のような不透明色の場合,

檀の色味に濁りは見られず満足のいく彩度を得ること

が出来た。また,Y1と混ぜたときよりもY2と混色し

たときの方が全ての場合で明度は高かった。これらの

ことから檀をつくる際の色味の濁りに関与する要件は,

黄にはなく,赤の透明性にあり,また黄の着色力はY2

のそれがY1に勝るものと考えられる。(表4参照)

喪4 混色実験の結果(檀)

※発色の状態か良いを0,どちらでもないを△,良くないをXで

表す (表5,6の見方も同じ)

緑をつくるのは青と黄であるため,その方法には8

通りがあった6青系のDU072をBl, DU075をB2,
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DU077をB3, DU078を･･B4として,それぞれをY1と

組み合わせた場合,B1・B2・B3との混色では彩度が

低く,色味に濁りが見られ,唯一B4との混色による緑

のみが色味に濁りはなく彩度が高かった。また,Y2と

組み合わせた場合でも,B1 ・B2 ・ B3 との混色では彩

度が低く,色味に濁りが見られ,さらにB4との混色で

すら彩度的には決して高いものではなかった。このこ

とからY1は彩度の高い混色に適しているものと考え

られる。(表5参照)

表5 混色実験の結果(緑) 一

紫をつくるのは赤と青であるため,その方法には24

樋りがあった。どの紫も画肌の形成具合には問題はな

かったが,明度がかなり低く正確な判定は困難であっ

た。このため,同じ処方で地塗りされた別の支持体を

用意して紫については再度実験を行うことにした。再

実験ではR2~6とB1~4を用いて,24通りの紫を厚塗

りしたときと水で薄めたときの二通りの色味で比較す

るほか,明度を上げて彩度の判定をしやすくするため

にパーマネントホワイト(DU160)を混ぜ合わせたと

きの色味について｀も調べるこどにした。その結果,R6

は概ねB1~4のどの青と混色しても彩度が高く,色合

いも美しいことがわかった。とりわけB1との混色が

最も高彩度であった。同じ透明色の赤でもR1とR2の

場合,幾分の濁りを感じさせる結果となった。逆に最

も彩度が低かったのは,R5との混色であった。R3や

R4では,R1やR2のときと比べてさほど見劣りする

ものではなかった。青を基準に考えた場合には,B3と'

R1~5の混色において彩度が低くなった。またB1が

他の青に比べ良好な紫をつくることもわかった。(表6

参照)

黒に近い色つくりに関しては,やはり濃いめの黄色,

つまりY2を使用する方が結果は良好であった。 Y2 を

使用する限りにおいては,いかなる青や赤との組合せ

でも概ね満足な黒い色味をつくることが可能であっ

た。Y1の場合でも青にB3･を使用したときには結果は

良好なものであった。B2のときに逆に最も黒に近い色

にならなかった。また,本実験における赤については

これといった要因はなかったものと考えられる。

檀・緑・紫の二次色つくりにおいて最も高彩度な組

合せを求めようとすると,組合せに不都合が生じるこ

とになる。つまり檀つくりに望ましい赤が紫をつくる

-

上では望ましくない赤となったりするのである。同様

に紫つくりに望ましい青は,緑をつくる上では望まし

くない青となったりする。そういう意味合いで完璧な

組合せというものは本実験を通して見つけることは出

来なかった。それゆえどうしても避けた方が良いと考

えられる絵具を除外していくという消去法的なやり方

で最終的に三原色を選ぶ試みを行うことにした。

まず赤を選ぶことにすると,前述のように黒に近い

色をつくる上では赤は重要な要因ではなかったので,

二次色つくりに及ぼす影響面からのみ考察を展開すれ

ば良いことになる。赤が関与する二次色は檀と紫であ

る。檀つくりを通して避けた方が良いと考えられる赤

はR1である。彩度が低すぎて納得のいく制作が出来

ず,制作意欲が減退してしまう可能性が想定されるか

らである。また紫つくりを通してR1以外の赤は全て

低彩度であるため,もしR1~5を使用するとなると,

制作以前に紫については妥協せざるを得ないことにな

る。こうなるとアサガオやアジサイなど紫の彩度が重

要な制作は出来ない。それゆえ赤はR6,つまりDU097

のローズバイオレットを選択するしかないものと考え

られる。 「

次に青を選ぶことにすると,前述のように黒に近い

色をつくる上ではB3は貴重な色彩であると言える。

しかしこれはY1を黄として選択した場合に限っての

表6 混色実験の結果(紫)
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ことであり,その場合に避けるべき青色はB2というこ

とになる。続いて二次色つくりに及ぼす影響面から考

察すると,青が関与する二次色は緑と紫であるが,緑

つくりを通して避けた方が良いと考えられるのはB1

~3であった。これらはとりわけY2と混色したとき,

彩度も明度も低いため納得のいく制作が出来ないもの

と想定される。また紫つくりを通して避けた方が良い

と考えられる青は,赤にR6を選択する限り,B1~4の

いずれにも見当たらない。こうした複雑な事態を解消

するためには,キミ子方式で使用される青に「あおい

ろ」と「あいいろ」の二種類があったことを思い出す

べきであろう。つまり,緑の彩度を重視しつつ,且つ

遜色のない紫をつぐる上での選択と言うことであれ

ば,迷わずB4のマリンブルーDU078である。また黒

に近い色をつくることを重要視するのであればB3の

ネイビーブルーDU077である○ 。

最後に黄を選ぶことになったがレここでもキミ子方

式の黄に「きいろ」と「やまぶきいろ」の二つがあっ

たことを思い出したい。黒に近い色をつくるためには

Y2(DU031ライ斗イェロー)を選択すべきであろう。

また黄が関与する二次色の檀と緑については,赤にR6

を選択したためY1,Y2いずれの混色でもあまり高彩

度の色合いは望めないとしても,さほど気にするほど

のことではない。寧ろR3~5との混色で得られた檀は

彩度的には満足であっても,その色味はあたかも蛍光

色のようですらあった。また高彩度の緑をつくる上で

はY1(DU028レモン)は当然欠ぐことの出来ない色で

ある。

水可溶性油絵具ではなく,通常の油絵具における興

味深い色数の限定に関わる報告例として,アメリカの

Grumbacher社では,

・ 赤:Grumbacher Red とAlizarin Crimson

・青:French Ultramarine Blue とThalo Blue

・ 黄:Cadmium Yellow, Mediumと,

Zinc Yellow (Lemon Ye11Qw)

を挙げ,二種類の基本三原色(DOUBLE-PRIMARIES

PALETTE)として取り扱っている26)。我が国でも,

京都造形芸術大学の川村悦子氏による実践の中で,

・ 赤:ライトレッド(ベネチアンレッド)

・青:プルシャンブルー

・ 黄:イェローオーカー

・ 白:チタニウムホワイト

による低明度・低彩度の組合せを「古典色」として,

・赤:カドミウムレッド

・青:コバルトブルー

・黄:カドミウムイエロー

・ 白:チタニウムホワイト

による高明度・高彩度の組合せを「発色の鮮やかな三

原色」として提示されている27)。

色数を制約することは,既成概念としての色彩,例

えば葉は緑であるとか,幹や枝は茶色であるなどと

いった固定観念的な色彩から離れて,自分の眼でもの

をよく観察し,自分の実力と感性で色をつくらざるを

得ない状況に追い込むことでもある。「芸術表現は自由

である」などとして,安直に色彩に対して妥協を持ち

込むような態度は決して建設的ではない。また,個性

は恣意的に出すものではなく,懸命に絵を描いていく

中で自ずと出てくるものであると筆者は考えている。

5.1ま と め

水可溶性油絵具を使用してキミ子方式で絵を描くた

めに必要となる三原色と自色を選び出すために,まず

四種類の水彩絵具による予備実験を通して発色の状況

を探り,以下の条件が必要であることが判明した。

・二次色の彩度が高いこと

・適度な不透明性を有すること

・三原色を混ぜ合わせることで黒に近い色がつくれ

ること ･゛

水可溶性油絵具にはホルベインエ業のDUO(デュ

オ)を使用することにして,カラーインデックスとカ

ラーチャートから赤系(全9色)・青系(全9色)・黄

系(全8色)・自系(全2色)の絵具を選んだ。その中

から色数を絞り込むために,油絵らしい画肌の形成

力・固有の発色・水溶け具合について実験をしたとこ

ろ,以下のように限定することになった。

赤: 「

DUOOl, DU002, DU004, DU005, DU006, DU097

青: ｡.

DU072, DU075, DU077, DU078

黄:

DU028, DU031

また,白色については着色力や隠蔽ガを比較して,

「狼色」をさける･ために,DU160を選ぶべきことが予

備実験の段階でわかった。

さらに二次色の彩度を調ぺるためめ本実験を通して

赤はDU097,青はDU078,なお,「藍」としてDU077,

黄としてDU028,また「山吹」としてDU031の各色を

選ぶことが出来た。

本研究の結果,水可溶性油絵具を使用してキミ子方

式で絵を描くために必要となる三原色と白色の基本的

な組合せは, コ

・赤:ローズバイオレット ト

・青:マリンブルー

・黄:レモン

･。白:パーマネントホワイト

または,

・ 赤:ローズバイオレット

・藍:ネイビーブルー

・ 山吹:ライトイェロー

・ 白:パーマネントホワイト
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であると考えられる。

本研究では,予備実験の段階で色数を絞り込むため

に,単色段階で既に本実験の対象から除外してしまっ

た水可溶性油絵具がいくつかあり,それらの混色時の

発色については正しく把握していないので,今後その

ことについての実験調査をする必要もあろう。

-
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